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令和７年度 第１回八雲町子ども・子育て会議 会議録（要旨） 

 

○開催日時 令和７年７月２５日（金）１８：００～１９：００ 

○開催場所 八雲町役場 第１・２会議室 

○出席委員 水野 帆景、樋田 映利香、斎藤 やす子、尾関 光広、 

松本 貴子、羽二生 紀行、松草 太陽、伊藤 整志、 

工藤 隆幸、増田 正弘、泉 祐子、臼井 美香、中田 拓希 

○欠席委員  林 時正、西村 和行、渡辺 兵衛、澤田 絵理、小林 元彦、 

佐藤 玲子 

○事務局 住民生活課長、住民生活課長補佐、保健福祉課主幹、 

子ども発達支援係長、子育て支援係主任、児童係長、児童係主任 

○傍聴者 ０名 

 

１．開会 

委員総数１９名中１３名出席のため会議成立を報告。（傍聴者０名。） 

 

２．辞令交付 

 成田副町長より辞令交付 

 

３．副町長挨拶 

 挨拶後、次の公務のため退席 

 

４．会長、副会長の選任 

 会長は、八雲町校長会の増田委員に、副会長を青少年健全育成推進協議会会長の小

林委員として選任することとして委員合意。 

 

５．会長、副会長挨拶 

 会長より挨拶。 

 

６．条例及び制度について 

 事務局自己紹介。 

 八雲町子ども・子育て会議条例をもとに八雲町子ども子育て会議について、また、

計画書の第１章をもとに第３期八雲町子ども・子育て支援事業計画について説明。 

 

７．報告事項 

（１）第２期八雲町子ども・子育て支援事業計画の実績について 

【事務局より説明】 

①教育・保育の状況について（資料１） 
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 ・利用者状況について、認可保育所の合計は、令和６年が 214名に対し、令和７年

は 206 名と、８名の減。認可外保育所については、令和６年が 50 名に対し、令

和７年が 52 名であり、２名の増。幼稚園については、令和６年が 70 名に対し、

令和７年は 55名となり、15名の減となっている。総合計は、令和６年が 334名

に対し、令和７年が 313 名となり、全体で 21 名の減。年齢ごとの住民基本台帳

上の児童数をみると、令和７年４月１日現在、乳児 61 名、１歳 58 名、２歳 73

名、３歳 59 名、４歳 75 名、５歳 74 名であり、人数の減少の差が大きい３歳～

５歳を見ると、97パーセント以上の入所率となっている。また、２歳児について

は、令和７年度の方が 18 人多く受け入れしている状態であり、減の要因として

は、町内の児童数の減によるものとみられる。 

 ・教育・保育の量の見込みや確保の内容と保育所・幼稚園利用者数実績の比較につ

いて、令和６年度の量の見込みは、推計の合計が 395名に対し、実績は 334名で

あり実績が 61 名少ない。確保の内容は、令和６年度の推計及び実績ともに全施

設で受け入れできる定員を超えておらず、待機児童の発生はない。なお、令和７

年４月１日現在も同様に待機児童はいない状態。 

  

 ②地域子ども・子育て支援事業の状況について（資料２） 

・１．利用者支援事業について、令和２年度から子育て支援センターで基本型を、

令和３年度からは、八雲・熊石地域に子ども・子育て世代包括支援センターを設

置し、母子保健型を実施し継続中。 

 ・２．地域子育て支援拠点事業について、子育て支援センターが事業を実施。 

 ・３．妊婦健康診査事業、４．乳児家庭全戸訪問事業、５．養育支援訪問事業につ

いて、必要な方への支援はできている。 

 ・６．子育て短期支援事業、７．子育て援助活動支援事業について、アンケート調

査に基づく推計では当事業に対する若干のニーズがある状況だが、事業を実施す

る体制を整備することが難しい。 

・８．一時預かり事業について、幼稚園型は、幼稚園や認定こども園で実施し、一 

般型は、子育て支援センターで実施。 

 ・９．延長保育事業について、資料の修正。量の見込みの合計 41、確保の内容の合

計 43を記入。 

 ・10．病児保育事業について、量の見込みの推計では病児保育事業の利用ニーズが

出ているが、当町の保育施設及び医療施設は、病児保育事業を行うための設備が

整っておらず、必要となる医療体制及び人材の確保も困難な状況にある。 

 ・11．放課後児童健全育成事業について、八雲地域での利用実績。熊石地域と落部

地域は、支援員の確保や児童数の減少により放課後児童健全育成事業としての実

施は厳しい状況にあるが、熊石地域では、放課後子ども対策事業として「ふれあ

い交流センターくまいし館」に見守りスタッフを配置して、その中で体験プログ

ラムなどの各種教室を実施している。落部地域では「落部レクリエーションセン
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ター」の一般開放を行っている。 

 ・12．実費徴収に係る補足給付を行う事業、13．多様な主体が本制度に参入するこ

とを促進するための事業について、令和６年度の利用実績はなかったが、今後も

実施していく。 

  

③子ども・子育て支援関連施策の状況について 

【事務局より説明】 

 ・子育て支援センターの事業概要及び令和６年度実績を報告（資料３） 

 ・子ども発達支援センターの事業概要及び令和６年度実績を報告。また、療育講演

会について案内（資料４） 

 

【委員からの質疑】 

・なし 

 

（２）利用定員の変更について（資料５） 

【事務局より説明】 

 ・認可定員と利用定員についての基本的な事項について説明。国の子保育園と八雲

幼稚園の利用定員減少届を受理し、審査の結果、減少届のとおり妥当と判断した

旨説明。 

【委員からの質疑】 なし 

 

８．その他  

【委員からの質疑】 なし 

 

９．閉会 


